
(57)【要約】

【課題】　血液の吸引範囲を限定して吸引効率を向上し

早期に出血点を確認することができるとともに吸引状態

を維持して止血処置可能な内視鏡用キャップを提供する

こと

【解決手段】　内視鏡用キャップ１は、基端３ａが内視

鏡の挿入部２に着脱可能とされた筒部材３と、少なくと

も一部が筒部材３内部の基端３ａ側から先端３ｂ側に向

かって設けられ、筒部材３を挿入部２に取付たときに、

先端５ａが筒部材３の先端３ｂと挿入部２の先端２ａと

の間に配され、基端５ｂが吸引源６と接続可能とされた

吸引路５とを備えている。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 基 端 が 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 着 脱 可 能 と さ れ た 筒 部 材 と 、
　 該 筒 部 材 を 前 記 挿 入 部 に 取 付 た と き に 、 先 端 が 前 記 筒 部 材 の 先 端 と 前 記 挿 入 部 の 先 端 と
の 間 に 配 さ れ 、 基 端 が 吸 引 源 と 接 続 可 能 と さ れ た 吸 引 路 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す る
内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 筒 部 材 の 先 端 側 が 、 外 筒 部 と 、
　 該 外 筒 部 の 内 部 に 隙 間 を 介 し て 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 部 よ り も 短 い 長 さ と さ れ た 内 筒 部 と
に 分 か れ て 形 成 さ れ 、
　 前 記 隙 間 が 前 記 吸 引 路 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ
プ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 吸 引 路 が 管 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ
プ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 吸 引 路 の 基 端 が 、 前 記 挿 入 部 に 設 け ら れ た 吸 引 チ ャ ン ネ ル と 接 続 可 能 と さ れ て い る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ３ の 何 れ か 一 つ に 記 載 の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 筒 部 材 が 透 明 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ か ら ４ の 何 れ か 一 つ
に 記 載 の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 消 化 管 か ら の 出 血 が あ っ た 場 合 、 内 視 鏡 的 止 血 法 が 止 血 法 と し て 第 一 選 択 と さ れ て い る
。 こ の 際 、 出 血 点 の 探 索 が 最 も 重 要 で あ る た め に 、 消 化 管 内 に 出 血 し た 血 液 や 凝 血 を 体 位
変 換 に よ り 移 動 さ せ た り 、 内 視 鏡 の 送 水 ・ 吸 引 機 能 を 用 い て 噴 射 水 流 や 太 い 胃 管 で 洗 浄 ・
吸 引 を 行 う 等 に よ っ て 出 血 点 を 探 索 し て い る （ 例 え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。
【 非 特 許 文 献 １ 】 熊 井 浩 一 郎 、 「 消 化 器 出 血 に お け る 診 断 ・ 治 療 の Decision　 Tree」 、 消
化 器 内 視 鏡 、 消 化 器 内 視 鏡 編 集 委 員 会 、 株 式 会 社 東 京 医 学 社 、 ２ ０ ０ ３ 年 ２ 月 ２ ５ 日 、 第
１ ５ 巻 、 第 ２ 号 、 ｐ １ ４ ７ － １ ５ ３
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 上 記 従 来 の 技 術 で は 、 内 視 鏡 で 吸 引 す る 場 合 に 出 血 点 近 傍 の 血 液 を 吸 引
し て も そ の 周 囲 か ら 血 液 が 流 入 す る た め に こ れ も 吸 引 す る こ と と な っ て 、 出 血 す る 血 液 を
広 い 範 囲 に わ た っ て 吸 引 し 続 け な け れ ば な ら ず 、 吸 引 効 率 が 悪 い と い う 問 題 が あ っ た 。 ま
た 、 周 囲 の 血 液 の 流 入 に よ っ て 出 血 点 が す ぐ に 血 液 に 埋 没 さ れ て し ま う た め 、 出 血 点 位 置
を 確 認 す る こ と が 困 難 と な っ て 早 急 な 止 血 を 行 い 難 い と い う 問 題 が あ っ た 。
　 本 発 明 は 上 記 事 情 に 鑑 み て 成 さ れ た も の で あ り 、 血 液 の 吸 引 範 囲 を 限 定 し て 吸 引 効 率 を
向 上 し 早 期 に 出 血 点 を 確 認 す る こ と が で き る と と も に 吸 引 状 態 を 維 持 し て 止 血 処 置 可 能 な
内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 以 下 の 手 段 を 採 用 す る 。
　 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 基 端 が 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 着 脱 可 能 と さ れ た 筒 部 材 と
、 該 記 筒 部 材 を 前 記 挿 入 部 に 取 付 た と き に 、 先 端 が 前 記 筒 部 材 の 先 端 と 前 記 挿 入 部 の 先 端
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と の 間 に 配 さ れ 、 基 端 が 吸 引 源 と 接 続 可 能 と さ れ た 吸 引 路 と を 備 え て い る こ と を 特 徴 と す
る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 上 記 の 構 成 を 備 え て い る の で 、 筒 部 材 を 内 視 鏡 の 挿 入 部 に 取
付 け て 出 血 点 近 傍 の 生 体 組 織 に 先 端 を 押 付 け て 密 着 さ せ る こ と に よ り 、 出 血 点 を 含 む 生 体
組 織 表 面 を 筒 部 材 で 覆 う こ と が で き る 。 こ の 際 、 押 付 け に よ る 筒 部 材 先 端 と 生 体 組 織 と の
密 着 が で き な い 場 合 で も 、 吸 引 路 か ら の 吸 引 に よ っ て 生 体 組 織 の 表 面 を 筒 部 材 先 端 に 吸 い
寄 せ て 密 着 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 吸 引 源 を 吸 引 路 の 基 端 に 接 続 し て 吸 引 す る
こ と に よ っ て 、 筒 部 材 周 囲 の 血 液 を 筒 部 材 の 内 部 に 流 入 さ せ る こ と な く 筒 部 材 内 部 の 血 液
の み を 吸 引 で き 、 出 血 点 周 囲 の 出 血 を 除 去 し て 出 血 点 を 明 ら か に す る こ と が で き る 。
　 こ の 際 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 と 生 体 組 織 の 表 面 と の 間 隔 を 筒 部 材 に よ っ て 一 定 の 距 離 に
維 持 す る こ と が で き 、 視 野 を 確 保 し た 状 態 で 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 前 記 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ で あ っ て 、 前 記 筒 部 材
の 先 端 側 が 、 外 筒 部 と 、 該 外 筒 部 の 内 部 に 隙 間 を 介 し て 設 け ら れ 、 前 記 外 筒 部 よ り も 短 い
長 さ と さ れ た 内 筒 部 と に 分 か れ て 形 成 さ れ 、 前 記 隙 間 が 前 記 吸 引 路 と さ れ て い る こ と を 特
徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 上 記 の 構 成 を 備 え て い る の で 、 生 体 組 織 表 面 に 凹 凸 や 傾 斜 部
分 が あ っ て も 、 何 れ か の 箇 所 で 吸 引 路 の 先 端 を 血 液 内 に 配 す る こ と が で き る と と も に 、 空
気 の み を 吸 引 す る 状 態 を 避 け る こ と が で き 、 高 い 吸 引 効 率 で 吸 引 路 か ら 確 実 に 血 液 を 吸 引
す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 筒 部 材 の 壁 面 に 沿 っ て 吸 引 す る た め 、 出 血 点 近 傍 の 生 体 組 織 を 膨 隆 さ せ ず に 吸 引
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 前 記 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ で あ っ て 、 前 記 吸 引 路
が 管 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 上 記 の 構 成 を 備 え て い る の で 、 吸 引 路 の 管 内 に 血 液 を 集 中 し
て 効 率 良 く 吸 引 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 前 記 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ で あ っ て 、 前 記 吸 引 路
の 基 端 が 、 前 記 挿 入 部 に 設 け ら れ た 吸 引 チ ャ ン ネ ル と 接 続 可 能 と さ れ て い る こ と を 特 徴 と
す る 。
　 こ の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 上 記 の 構 成 を 備 え て い る の で 、 血 液 を 内 視 鏡 の 吸 引 チ ャ ン ネ
ル を 介 し て 吸 引 す る こ と が で き る 。 こ れ に よ っ て 、 内 視 鏡 挿 入 部 に 沿 っ て 吸 引 路 を 配 設 す
る 手 間 を 省 く こ と が で き る 。 特 に 、 ２ つ の チ ャ ン ネ ル が 形 成 さ れ た 内 視 鏡 の 場 合 に は 、 一
方 の チ ャ ン ネ ル で 吸 引 を 行 い 、 他 方 の チ ャ ン ネ ル に 所 定 の 処 置 具 を 挿 通 し て 止 血 作 業 を 行
う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 前 記 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ で あ っ て 、 前 記 筒 部 材
が 透 明 部 材 で 構 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。
　 こ の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ は 、 上 記 の 構 成 を 備 え て い る の で 、 血 液 の 吸 引 時 で も 周 囲 を 観 察
す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 出 血 点 の 確 認 を 容 易 に す る と と も に 吸 引 状 態 を 維 持 し な が ら 止 血 手 技
を 行 う こ と が で き 、 止 血 作 業 の 効 率 性 及 び 処 置 の 確 実 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 第 １ の 実 施 形 態 に つ い て 、 図 １ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ は 、 基 端 ３ ａ が 内 視 鏡 の 挿 入 部 ２ に 着 脱 可 能 と さ
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れ た 筒 部 材 ３ と 、 少 な く と も 一 部 が 筒 部 材 ３ 内 部 の 基 端 ３ ａ 側 か ら 先 端 ３ ｂ 側 に 向 か っ て
設 け ら れ 、 筒 部 材 ３ を 挿 入 部 ２ に 取 付 た と き に 、 先 端 ５ ａ が 筒 部 材 ３ の 先 端 ３ ｂ と 挿 入 部
２ の 先 端 ２ ａ と の 間 に 配 さ れ 、 基 端 ５ ｂ が 吸 引 源 ６ と 接 続 可 能 と さ れ た 吸 引 路 ５ と を 備 え
て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 筒 部 材 ３ の 先 端 ３ ｂ 側 は 、 外 筒 部 ７ と 、 外 筒 部 ７ の 内 部 に 隙 間 ８ を 介 し て 設 け ら れ
、 外 筒 部 ７ よ り も 短 い 長 さ と さ れ た 内 筒 部 １ ０ と に 分 か れ て 形 成 さ れ て お り 、 外 筒 部 ７ の
先 端 が 筒 部 材 ３ の 先 端 ３ ｂ と し て 生 体 組 織 表 面 Ｐ と 接 触 可 能 と さ れ て い る 。 挿 入 部 ２ の 先
端 側 側 面 に は 内 筒 部 １ ０ の 内 面 で 接 触 し 、 軟 性 部 材 で 構 成 さ れ る 装 着 部 １ １ に よ っ て 装 着
可 能 と さ れ て い る 。
　 ま た 、 隙 間 ８ が 吸 引 路 ５ と さ れ 、 外 筒 部 ７ の 先 端 と 内 筒 部 １ ０ の 先 端 と の 間 の 筒 部 材 ３
の 内 側 先 端 全 周 が 吸 引 口 と し て 吸 引 路 ５ の 先 端 ５ ａ と さ れ 、 基 端 側 が 管 状 部 ５ Ａ と さ れ て
挿 入 部 ２ の 側 面 に 沿 っ て 延 び て 配 さ れ て い る 。
　 筒 部 材 ３ は 、 例 え ば 、 ア ク リ ル 、 ポ リ カ ー ボ ネ イ ト 、 ポ リ オ レ フ ィ ン 系 エ ラ ス ト マ ー 等
か ら な る 透 明 部 材 で 形 成 さ れ て い る 。
　 吸 引 源 ６ は 、 例 え ば 、 シ リ ン ジ 等 の 手 動 に よ る も の で も 、 吸 引 ポ ン プ の よ う な も の で も
構 わ な い 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 次 に 、 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ の 使 用 方 法 及 び 作 用 ・ 効 果 に つ い て 説 明 す
る 。
　 ま ず 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 ２ の 先 端 に 、 装 着 部 １ １ を 介 し て 筒 部 材 ３ の 基 端 ３ ａ を 装 着 す る
一 方 、 基 端 ５ ｂ に 吸 引 源 ６ を 装 着 す る 。 こ の 状 態 で 体 腔 内 に 挿 入 し 、 出 血 し て い る 患 部 近
傍 ま で 接 近 さ せ る 。
　 そ し て 、 外 筒 部 ７ の 先 端 を 出 血 点 Ｓ の 近 傍 の 生 体 組 織 に 押 付 け て 、 も し く は 、 吸 引 路 ５
か ら の 吸 引 に よ っ て 密 着 さ せ る こ と に よ り 、 図 １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 出 血 点 Ｓ を 含 む 生
体 組 織 表 面 Ｐ を 筒 部 材 ３ で 覆 う 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 続 い て 、 吸 引 源 ６ を 操 作 し て 吸 引 を 開 始 す る 。 こ の と き 、 吸 引 に よ り 、 筒 部 材 ３ の 先 端
３ ｂ が 生 体 組 織 表 面 Ｐ と 密 着 し 、 筒 部 材 ３ の 内 外 で 空 気 や 血 液 の 連 通 が 遮 断 さ れ る 。 こ れ
に よ り 、 血 液 の 除 去 は 筒 部 材 ３ 内 の み 行 え ば よ く な り 、 筒 部 材 ３ 外 の 余 計 な 空 気 の 吸 引 を
す る 必 要 が な い た め 、 筒 部 材 ３ 外 か ら の 血 液 の 流 入 が な い 状 態 で 効 率 よ く 血 液 の 吸 引 を 行
う こ と が で き る 。 ま た 、 筒 部 材 ３ の 内 側 先 端 全 周 が 吸 引 路 ５ の 先 端 ５ ａ と さ れ て お り 、 吸
引 に よ っ て 筒 部 材 ３ の 先 端 ３ ａ に 生 体 組 織 表 面 Ｐ が 密 着 す る こ と か ら 、 血 液 と 先 端 ５ ａ と
の 距 離 を 非 常 に 短 く す る こ と が で き 、 こ の 点 で も 血 液 吸 引 効 率 を 非 常 に 高 め る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 内 視 鏡 の 挿 入 部 ２ の 先 端 ２ ａ に は チ ャ ン ネ ル １ ２ の 先 端 と 図 示 し な い レ ン ズ と
が 配 設 さ れ て い る た め 、 チ ャ ン ネ ル １ ２ か ら の 吸 引 で は レ ン ズ 面 に 対 し て 生 体 組 織 が 膨 隆
し て 視 野 が 遮 ら れ て し ま う が 、 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ で は 、 レ ン ズ 面 に 対 し て 先 端 方 向 に 引
圧 が か か る 構 造 で あ る た め 、 生 体 組 織 の 膨 隆 に よ り 内 視 鏡 視 野 が 遮 ら れ る こ と は な く 、 内
視 鏡 観 察 を し な が ら 血 液 吸 引 が 可 能 で あ り 、 か つ 、 血 液 除 去 が 完 了 し た 後 も 生 体 組 織 の 膨
隆 の な い こ と か ら 、 視 野 を 確 保 し な が ら 止 血 処 置 を 可 能 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 筒 部 材 ３ 周 囲 の 血 液 は 外 筒 部 ７ に よ っ て 筒 部 材 ３ の 内 部 へ の 流 入 が 抑 え ら れ て い
る の で 、 筒 部 材 ３ 内 部 の 血 液 の み を 吸 引 路 ５ 吸 引 し て 除 去 し 、 図 １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、
出 血 点 Ｓ が 明 ら か に な る 。
　 こ の 際 、 内 視 鏡 挿 入 部 ２ の 先 端 と 生 体 組 織 表 面 Ｐ と を 筒 部 材 ３ の 長 さ 分 離 間 し た 状 態 に
維 持 す る こ と が で き 、 視 野 を 確 保 し た 状 態 で 処 置 を 行 う こ と が で き る 。
　 吸 引 後 、 挿 入 部 に 設 け ら れ た チ ャ ン ネ ル を 介 し て 止 血 用 の 処 置 具 を チ ャ ン ネ ル １ ２ 先 端
か ら 突 出 さ せ て 所 定 の 止 血 処 置 を 行 う 。
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【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ に よ れ ば 、 吸 引 路 ５ か ら の 吸 引 に よ り 筒 部 材 ３ の 先 端 に 生 体 組
織 表 面 Ｐ が 密 着 す る 。 例 え ば 、 生 体 組 織 表 面 Ｐ に 凹 凸 や 傾 斜 部 分 が あ っ て も 、 筒 部 材 ３ の
内 側 先 端 全 周 が 吸 引 路 ５ の 先 端 ５ ａ と さ れ て い る た め 、 生 体 組 織 表 面 Ｐ は 筒 部 材 ３ の 先 端
３ ｂ に 密 着 す る 。 こ れ に よ り 、 効 率 の 良 い 血 液 吸 引 を 可 能 と す る 。
　 し た が っ て 、 出 血 点 Ｓ の 確 認 を 容 易 に す る と と も に 吸 引 状 態 を 維 持 し な が ら チ ャ ン ネ ル
１ ２ 内 に 挿 入 し た 止 血 用 の 処 置 具 に よ っ て 止 血 手 技 を 行 う こ と が で き 、 止 血 作 業 の 効 率 性
及 び 処 置 の 確 実 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ２ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省
略 す る 。
　 第 ２ の 実 施 形 態 と 第 １ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ
ッ プ １ で は 、 筒 部 材 ３ の 先 端 が 外 筒 部 ７ と 内 筒 部 １ ０ と に 分 岐 さ れ て 両 者 間 の 隙 間 ８ が 吸
引 路 ５ と さ れ て い る と し た が 、 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ ３ は 、 吸 引 路 １
５ の 先 端 側 も 管 状 部 １ ５ Ａ と し て 形 成 さ れ て い る と し た 点 で あ る 。
　 筒 部 材 １ ６ は 一 重 構 造 と さ れ 、 筒 部 材 １ ６ の 基 端 １ ６ ａ に 設 け ら れ た 装 着 部 １ １ に よ っ
て 挿 入 部 ２ に 装 着 可 能 と さ れ て い る 。
　 な お 、 こ の 吸 引 路 １ ５ は 、 筒 部 材 １ ６ の 内 周 面 周 方 向 に 沿 っ て 複 数 に 分 か れ て い て も 構
わ な い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ ３ も 第 １ の 実 施 形 態 と 同 様 の 方 法 に よ っ て 同 様 の
作 用 ・ 効 果 を 得 る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 図 ２ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 出 血 し た 生 体 組 織 表 面 Ｐ に 筒 部 材 １ ６ の 先 端 １ ６
ｂ を 押 付 け て 出 血 し た 血 液 を 吸 引 源 ６ に よ っ て 吸 引 路 １ ５ か ら 吸 引 す る こ と に よ り 、 図 ２
（ ｂ ） に 示 す よ う に 、 筒 部 材 １ ６ で 囲 ま れ た 内 部 の 血 液 の み を 吸 引 す る こ と が で き る 。
　 こ の 際 、 吸 引 路 １ ５ の 管 内 に 血 液 を 集 中 し て 効 率 良 く 吸 引 す る こ と が で き る 。
　 ま た 、 筒 部 材 １ ６ が 筒 部 材 ３ と 異 な り ２ 重 で は な い の で 、 よ り 内 視 鏡 視 野 を 確 保 す る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に つ い て 図 ３ を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
　 な お 、 上 述 し た 他 の 実 施 形 態 と 同 様 の 構 成 要 素 に は 同 一 符 号 を 付 す と と も に 説 明 を 省 略
す る 。
　 第 １ の 実 施 形 態 と 第 ３ の 実 施 形 態 と の 異 な る 点 は 、 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ
ッ プ １ ７ で は 、 吸 引 路 １ ８ の 基 端 １ ８ ａ が 、 挿 入 部 １ ９ に 設 け ら れ た 吸 引 チ ャ ン ネ ル ２ ０
と 接 続 可 能 と さ れ て い る と し た 点 で あ る 。
　 そ の た め 、 筒 部 材 ２ １ に お け る 内 筒 部 ２ ２ の 外 径 は 挿 入 部 １ ９ よ り も 小 さ い 径 と さ れ て
、 挿 入 部 １ ９ の 側 面 に 外 筒 部 ２ ３ が 接 触 し て 装 着 可 能 と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ １ ７ も 、 吸 引 路 １ ８ の 基 端 １ ８ ａ を 吸 引 チ ャ ン ネ ル
２ ０ に 接 続 し て 挿 入 部 １ ９ に 装 着 し 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 方 法 に よ っ て 同 様 の 作 用 ・ 効
果 を 得 る こ と が で き る 。
　 す な わ ち 、 出 血 し た 生 体 組 織 表 面 Ｐ に 筒 部 材 ２ １ の 先 端 ２ １ ｂ を 押 付 け て 、 内 視 鏡 が 備
え る 吸 引 源 ２ ５ に よ っ て 吸 引 路 １ ８ か ら 出 血 し た 血 液 を 吸 引 す る こ と に よ り 、 筒 部 材 ２ １
で 囲 ま れ た 内 部 の 血 液 の み を 吸 引 チ ャ ン ネ ル ２ ０ を 介 し て 吸 引 す る こ と が で き る 。
　 こ の 際 、 挿 入 部 ２ に 別 の チ ャ ン ネ ル ２ ６ が 設 け ら れ た ２ チ ャ ン ネ ル 用 内 視 鏡 に 使 用 す る
場 合 に は 、 チ ャ ン ネ ル ２ ６ に 処 置 具 を 挿 通 し て 吸 引 後 す ぐ に 止 血 処 置 を 行 う こ と が で き る
。
　 ま た 、 本 実 施 形 態 で は 、 吸 引 チ ャ ン ネ ル ２ ０ を 介 し て 吸 引 す る た め 、 挿 入 部 ２ に 外 付 け
さ れ る 管 状 部 ５ Ａ 、 １ ５ Ａ が 不 要 と な り 、 筒 部 材 ２ １ の 内 視 鏡 装 着 を 容 易 に 行 う こ と が で

10

20

30

40

50

(5) JP 2005-152300 A 2005.6.16



き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 な お 、 本 発 明 の 技 術 範 囲 は 上 記 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 本 発 明 の 趣 旨 を
逸 脱 し な い 範 囲 に お い て 種 々 の 変 更 を 加 え る こ と が 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 に 係 る 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ を 示 す 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
１ 、 １ ３ 、 １ ７ 　 内 視 鏡 用 キ ャ ッ プ
２ 、 １ ９ 　 挿 入 部
３ 、 １ ６ 、 ２ １ 　 筒 部 材
５ 、 １ ５ 、 １ ８ 　 吸 引 路
６ 、 ２ ５ 　 吸 引 源
７ 、 ２ ３ 　 外 筒 部
８ 　 隙 間
１ ０ 、 ２ ２ 　 内 筒 部
２ ０ 　 吸 引 チ ャ ン ネ ル
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【 図 ３ 】
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